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１．まえがき  

著者らは，田渕ら 1)が 1992 年に実施した農林地流域の河川水質を 2003 年および 2004

年の同時期・同地点（平水時）で継続調査してきた 2)。ここでは，根室地域における河川

水質の季節変化に着目した定期観測を 2005 年に実施し，2004 年 11 月に完全適用された農

業環境三法（とくに，家畜排せつ物法（通称））施行後初年度における大規模酪農流域の河

川水質環境について検討した。  

２．調査  

調査は，上述 1)の農林地流域のうち北海道東部の根室地域（標津川水系，床丹川水系お

よび西別川水系の 11 流域（11 地点））を対象とした。根室管内は大規模酪農地域であり，

世界農林業センサスによると 1990 年以降は農業的土地利用に変化は少なく，約 98％が草

地である。このため，吉野・田渕 3)によって算出された各流域の畑草地面積率を用いた。  

採水時に電気伝導率（EC）を測定し，小流域河川(8 地点)では流量観測も実施した。2005

年の水質分析項目は，全窒素（T-N），硝酸態窒素（NO3-N），亜硝酸態窒素（NO2-N），ア

ンモニア態窒素（NH4-N），全リン（T-P），リン酸態リン（PO4-P）および pH の計 7 項目で

ある。なお，調査期間は 1992 年，2003 年および 2004 年の 8 月下旬～9 月初旬に加えて，

2005 年 5～11 月のそれぞれ月末（平水時，計 7 回）である。  

３．結果および考察  

1992 年，2003 年および 2004 年の 8 月下旬～9 月初旬の NO3-N 濃度は最大で 2.3mg/ℓ，

EC 値は 5.73～20.0mS/m の範囲にあった。河川水質を調査年順に比較すると，1992 年と 2003

年とでは NO3-N 濃度・EC 値ともに大差はない。一方，2003 年と 2004 年とでは NO3-N 濃

度に一定の傾向はみられず，EC 値は 2004 年に増大する傾向を示した 2)。いま，2004 年と

2005 年とを比較すると，2005 年の NO3-N 濃度・EC 値は 2004 年と同程度のレベルを維持

していた。このように，家畜排せつ物法の完全適用前後における平水時の河川水質に変化

は若干みられたが，同法律施行後初年度には河川水質の改善効果が認められなかった。  

つぎに，2005 年に実施した月 1 回（計 7 回）の調査結果を水質項目の算術平均値でみる

と，T-N 濃度は 0.16～2.7mg/ℓ，EC 値は 5.66～20.0mS/m の範囲にあり，流域の農業的土地

利用の違いが河川水質に大きく影響していた。ここで，調査 11 地点の窒素成分（算術平均

値）について標準偏差とともに示す（Fig.1）。このとき，「生活環境の保全に関する環境基
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準（湖沼その 2）類型Ⅴの値（T-N 濃度が 1mg/ℓ以下）」を指標として，T-N 濃度に標準偏

差を加えた値が 1mg/ℓ未満の 6 地点（No.A・B・D・E・F・I）を（a）低濃度型とした。また，

この値が 1mg/ℓ以上の 5 地点を（b）中濃度型（3 地点，No.C・G・J）および（c）高濃度安定

型（2 地点，No.H・K）に分類した。  

そこで，調査 11 流域における河川水中の窒

素形態と流域の畑草地面積率との関係を整理

した。（a）低濃度型（6 地点）における T-N 濃

度の季節変化を変動係数（標準偏差を算術平

均値で除した値の百分率）でみると 10.2～

26.5％となった。このとき，T-N 濃度に占め

る NO3-N 濃度の割合は 25～64％，各流域内

の畑草地面積率は 0～22％であった。すなわ

ち，流域面積にかかわらず畑草地面積率が

20％程度以下であれば T-N 濃度は 1mg/ℓ以下

に抑制されていた。一方，（b）中濃度型（3 地

点）では，T-N 濃度の変動係数が 17.2～21.1％，

T-N 濃度に占める NO3-N 濃度の割合が 72～

81％，畑草地面積率が 25～49％であった。（c）

高濃度安定型（2 地点）では，T-N 濃度の変動係数が 7.3～13.7％と最も小さく，T-N 濃度

に占める NO3-N 濃度の割合が 81～84％，畑草地面積率が 68～70％であった。（b）（c）型に

共通する特徴として，調査時期が遅いほど T-N 濃度は上昇する傾向を示していた。  

また，調査 11 流域における EC 値の変動係数は 1.2～14.0％ときわめて小さかった。ち

なみに，T-P 濃度（算術平均値）は 0.093～0.174mg/ℓであり，畑草地面積率の高い流域では

平水時にもかかわらず「生活環境の保全に関する環境基準（湖沼その 2）類型Ⅴの値（T-P

濃度が 0.1mg/ℓ以下）」を超えていた。pH（算術平均値）は 7.24～7.56 と平水時には比較的

安定していた。  

４．あとがき  

根室地域のような大規模酪農流域では，河川水中の T-N 濃度は高くても 3mg/ℓ以下であ

った。さらに月 1 回の頻度で平水時に採水した場合，河川水質の季節変化はきわめて小さ

いことが裏付けられた。これまで対象としてきた農林地流域のうち ,十勝地域（24 地点）

の調査結果については別途報告する。なお，本調査の実施にあたり，帯広畜産大学学生・

佐藤広和氏（当時）らの多大なご尽力に対して心より感謝の意を表する。  
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Fig.1　河川水の窒素濃度と形態別割合
（根室地域，2005，算術平均値）
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